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現
在
、
下
水
道
は
大
浦
、
船
越
、
田

の
浜
、
大
沢
の
一
部
で
利
用
で
き
ま

す
。
四
月
一
日
か
ら
は
下
水
道
の
利

用
可
能
区
域
が
さ
ら
に
拡
大
。
田
の

浜
、
船
越
の
長
林
と
船
越
小
学
校
周

辺
、
大
沢
の
袴
田
な
ど
の
一
部
（
図

面
参
照
）
で
新
た
に
利
用
で
き
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
水
洗

ト
イ
レ
を
使
用
し
た
り
、
台
所
や
ふ

ろ
な
ど
の
排
水
を
流
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
下
水
道

が
整
備
さ
れ
て
も
各
家
庭
に
接
続
し

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
地
域
一
帯

の
生
活
環
境
の
改
善
が
進
み
ま
せ
ん
。

下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
の
皆
さ

ん
に
は
、
快
適
な
環
境
を
つ
く
り
出

す
下
水
道
の
役
割
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
下
水
道
へ
接
続
す
る
排
水
設

備
工
事
を
行
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
の
費
用
は

利
用
す
る
皆
さ
ん
の
負
担

各
家
庭
か
ら
公
共
汚
水
ま
す
に
接

続
す
る
排
水
管
な
ど
の
排
水
設
備
工

事
の
費
用
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

負
担
に
な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
の
水
洗

化
や
排
水
設
備
工
事
は
町
に
登
録
し

て
い
る
排
水
設
備
工
事
指
定
店
で
行

い
ま
す
の
で
、
工
事
に
関
す
る
手
続

き
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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下
水
道
の
利
用
可
能
区
域
や
排
水

設
備
工
事
指
定
店
、
融
資
あ
っ
せ
ん

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
役
場
生

活
環
境
課
（
�
八
二
│
三
一
一
一
内

線
二
二
三
）
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

町では、排水設備工事を行う方の経費負
担を軽減しようと、融資のあっせんと利子
補給補助制度を設けています。
�対象工事　トイレの水洗化工事、排水設
備工事
�融資あっせん条件　�町税などを滞納し
ていない�連帯保証人がいる（いない場
合は金融機関に相談を）�家屋の新築
（建築確認を伴う増改築を含む）による
排水設備などの工事でない�個人が所有
する一般住宅である──などの要件が必
要になります。
※融資条件を満たしていても、融資を受け
られない場合があります。
�融資限度額　90万円
�償還方法 5年の元金均等月賦償還（60
回払いとなります）

既に利用可能（使用開
始）となっている区域

４月１日から利用可能
（使用開始）となる区域
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工事費用の負担軽減に
町の融資制度の活用を


